
私たち一人ひとりで考えようジャスト便システムを活用しての ＳＤＧs               品質安全向上室 加藤 進

43

1 2

1 貧困をなくそう

1 日 1.9 ドル未満で暮らすことを

「極度の貧困」 
といいます

日本円で約 210 円で 

暮らしている人は 

世界で 7 億 3600 万人いると

推測されます。

一方、子どもの貧困で日本は

先進国37 ヵ国中23 位

日本の子どもの7 人に1 人が 

相対的に貧困というのが現状です。
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2 飢餓をゼロに
日本は、食べ物の多くを 

輸入に頼っているにも 

関わらず食品ロスが 

世界トップクラスの 

「食べ残し大国」

ところで消費期限と 

賞味期限の違いをいえますか？

この理解が家庭のゴミを減らし

世界の飢餓を 

少なくすることにつながります
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3 すべての人に健康と福祉を
日本は人口の約 3 割が 65 歳以上

世界一の高齢社会です

長寿国となったのは 

医療の発展や薬の安定供給の

成果でもあります

しかし、いまと同じような

健康・福祉サービスを 

続けられるかが 

問題となって 

います 

そしていま世界規模で

蔓延する感染症問題 

に対しても 

私たちはなにができるかを 

考えていかなければなりません
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4 質の高い教育をみんなに
日本で教育は高い水準を 

達成できそうな目標のひとつです
誰もが、読み書き、計算

ができる 

一方、世界に目を向けると 

学校や教科書が足りていない

国や地域があります

日本ではそうした国や地域への

支援が求められています
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5 ジェンダー平等を実現しよう
世界からみた 

日本の男女平等

の度合いは

日本では男女平等の

ハードルが高いのが

現状です

「女性だから…」「男性だから…」

と決めつけるのではなく、

お互いに尊重し合い

子供のいる家庭は育児や家事を

ふたりで分担していくことが 

大切です

10 年後 

20 年後 
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6 安全な水とトイレを世界中に
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11 住み続けられるまちづくりを
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16 平和と公正をすべての人に

蛇口をひねると 

おいしい水が 

ゴクゴク飲める日本

上水道の普及率は

97.9％ 

下水道の普及率は

79.3％ 
となっています

「水の問題」は、 

世界のどの国も目標を

達成していません 体の大半が 

水でできている

人間にとって 

大切な課題です
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7 エネルギーをみんなに そしてクリーンに
再生可能エネルギーは

しかし各国と比べて、日本は 

まだまだ導入が進んでいません

ドイツ 中国 日本

33.6％ 24.9％ 16.0％

石油などの化石燃料のように

資源がなくなる心配もなく

ＣＯ2排出が少ないｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰ

再エネの推進はもちろんのこと

省エネのインフラ設備投資も

欠かせません
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8 働きがいも 経済成長も
なぜ働き方改革を

するのか？

それは日本が世界の中で

労働生産性が低い
からです

人工知能や IT、テクノロジーを

最大限に活用して

1 人ひとりの生産性を

あげることで

仕事とプライベートの

両立を目指します
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9 産業と技術革新の基盤をつくろう
社会を支えるインフラ基盤は

さまざまあります

遠隔操作での工事や点検、 

リアルに体感できるスポーツ観戦、

安全な自動運転など

特にインターネットは

５Ｇ時代の到来
など技術革新が 

日々進んでいます

高速ネットワーク技術で 

社会の課題を解決できます
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10 人や国の不平等をなくそう
世界の国や地域によって 

民族､言葉､文化､宗教､習慣など

さまざまな違いがあります

その違いを認め合うことで

学びや発見があります

国家、民族、宗教、 

LGBTQ、障がい者などが、

不平等とならないように

していくことは

世界の幸せのために

とても大切です

日本では、少子高齢化が

進んでいます

地方の町村は過疎化して 

いますが、逆に大都市の人口は

増え続けています

世界で都市に暮らす人の割合

1950 年 2018 年 2050 年

30％ 55％ 66％

都市に人口が集中すると

問題もたくさん起きます

そんな問題にも対処して

いかなければなりません

日本では、29 の自治体を 

「SDGs 未来都市」として定め

持続可能な新しい街づくりに

挑戦しています
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17 パートナーシップで目標を達成しよう
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12 つくる責任 つかう責任
もし世界中の人びとが日本人と 

同じﾚﾍﾞﾙの暮らしをするのであれば

地球が約 2.4 個必要となります Good 

 Bye…

しかし地球はたったひとつ 

しかないので

このままの生活を続けていくと

生き物が住めない星となります

洋服ひとつにもいろいろな 

資源や労力が使われています

皮
石油

ウール
棉 

着なくなった洋服はﾘｻｲｸﾙや

リユースをして持続可能な 

生産と消費を目指しましょう
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13 気候変動に具体的な対策を
企業の技術力で 

産業・交通などの CO2排出量は

下がっている一方で

家庭の 

CO2排出量は

増え続け
ています 

ムダな電気を使わないことや、 

太陽光エネルギーを使うことなど

個人の行動を変えることで

CO2排出量を 

減らすことが 

まだまだ 

できます
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14 海の豊かさを守ろう
日本は海に囲まれた国です

しかし、海は年々汚れ

生態系に大きな影響を

及ぼしています

海洋ゴミなどを出さないように

エコバックを持ち歩き、

プラスチック容器は 

リサイクルするなど

一人ひとりができる 

小さなことが大きな海を

守ることにつながります
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15 陸の豊かさも守ろう
日本は国土の 7 割以上が森林 

ですが日本で使う約6 割以上の

木材を 

輸入して 

います

海外では、1 分間で 

東京ドーム 2つ分の

森が失われています

そして、 

約 1 万 3500 種の野生動物が

絶滅の危機 

にあります

森を守ることは、 

災害や異常気象からも守り 

あらゆる命が救われるのです

いまのこの瞬間には 

地球上のどこかで 

紛争や戦争が起きています

争いごとをしていて 

世界の目標である、 

SDGs は達成できるのでしょうか？

また、すべての国が透明性の 

高いカタチで、国連をはじめとする

グローバル機関に

参加することが 

必要です

そして日本も 

その努力をしなければなりません

SDGs は、個人、 

企業、国だけでは

達成できません

国と国、国と企業、企業と教育、 

団体､家庭､あらゆる立場の人たちの

協力が必要です

2030 年までに日本と世界が

目標を達成 

できるかが 

次の世代に

持続可能な世界を与える

ターニングポイントなのです

地球上で飢餓に苦しむ人は 

9 人に1 人の割合

153 ヵ国中 

121 位 

エコドライブでトラックのＣＯ2 削減 紙・パレットの 4Ｒ活動 推進 廃プラスチック のリサイクル推進 


